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流域の気候・植生が河川流況に与える影響

Effects of basin climate and vegetation on river-flow regime in Japan
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Ⅰ　はじめに

　流域における流出特性を決める要因には、気候、地形、地質、植生・土地被覆が考えられる。地形・地質条

件については虫明ほか（1981）によって検討が行われた。一方、塚本（1966）は山地小流域試験で夏期の流出に及

ぼす蒸発散の効果が大きいことを明らかにしている。植生分布は気候とも関連しており、長期流出の特性を考察す

る際には、流域における気候・植生分布との関わりを明らかにする必要がある。

　そこで、本研究では流域の流出特性と気候・植生分布との関わりを明らかにすることを目的とし、日本の河

川流出特性に関わる環境要素を、GIS を用いて総合的・空間的に解析することを試みた。

Ⅱ　研究方法

　使用したデータは、気象庁が作成した気候値メッシュデータ（1953～1982）、国土地理院の数値地図 50・250m

メッシュ（標高）データ、地質調査総合センターの 1/100 万地質図（1995）、環境省の第 5回植生調査メッシュデー

タ（2001）、国土数値情報の土地利用データ（1976、1987、1991）、国土交通省の『流量年表（1949～2000）』であ

る。これらのデータを、全国の一級河川 109 流域について、GIS を用いて解析した。

Ⅲ　結果および考察

　まず、気候値メッシュデータから年平均降水量図、年平均気温図を作成し、これをもとに Thornthwaite 法を

用いて E（年可能蒸発散量）を求め、同時に乾燥指数（AI＝P：年降水量／E）を算出した。基底流出を表すパラメー

タとして、『流量年表』より低水比流量（D275）、渇水比流量（D355）、この差分（D275/D355）を用い、各分布図と

検討した。

　これより中国・四国地方で D275/D355≧2.0 の河川が多いことがわかった。この地域の瀬戸内海沿岸は特に AI

が小さく乾燥しており、Eも多いという気候的条件がその背後に見られる。また、四国地方には貯水機能がやや低

いとされる中生層が広がるが、虫明らの報告したデータによると、中生層の流量の較差が全体的に大きい傾向を示

したことから、地質も影響していると考えられる。

　発表の際には、こうした地域ごとの流出特性について、気候・地質条件に加え、植生・土地被覆も含めたよ

り詳細な検討と空間分布を示す予定である。
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